
■オフレコの真実■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 203号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：オフレコの真実 

 

オフレコとは、談話などを公表しないこと、もしくは非公式なものとすることを指す報道用語。 

英語: off the record（記録にとどめないこと）に由来する(wikiより)。 

先日僕は、突然思い立って Facebookの非公開グループの機能を使って「オフレコ会」を立ち上げた。 

内容はもちろんオフレコだ・・・だがいくら何でもそれじゃ不親切だと思う。 

そこで今日は、僕の考えるオフレコについて、少し話をしたい。 

・ 

Wikiの説明にもあるように、オフレコとは記録に残さないことを言う。 

僕がこの言葉を始めて意識したのは、今から十数年前の Hさんとの出会いだった。 

カプラーの起業交流会にやってきた Hさんに自己紹介を求めると「僕は鉱山業を営んでいます」という。 

この発言に、一同目を丸くして「それはどこですか？、何を掘っているんですか？」と矢継ぎ早に問いただすの

だが、本人至って冷静に、淡々と答えてくれた。 

僕たちはすぐさまWebで検索し、彼の話の裏を取ろうとした。 

すると、確かにその鉱山や会社は存在するが、それらの社長やオーナーに関する情報はどこにも載っておらず、

彼の言うことを裏付ける証拠はなかなか見つからない。 

そんな様子を眺めながら Hさんは「皆さん、僕の話をインターネットで調べても無駄ですよ」と笑うばかり。 

そして「別に、宣伝する必要も開示の義務も無いのだから、そもそも Web上の情報は、自己申告のお手盛り情報

だしね」と付け加えた。 

・ 

当時の僕は、この言葉をにわかには信じられなかった。 

確かにWeb情報の真偽を確認するのは難しいが、Hさんの話の真偽を確かめるのはもっと難しい。 

そこで僕は、当時まだ大学院生だった息子に頼んで Web に強い若者を集め、H さんの話の裏を取る「オフレコ



塾」というイベントを開催した。 

参加者がHさんの話に対して自由に質問し、その場でWeb検索をして裏を取る試みだが、以外にもHさんは快

く引き受けてくれた。 

そしていよいよ当日は、和風スタジオになる前の天野家に 10 名ほどの若者が集まり、H さんの自己紹介から始

まった。 

そして、僕の誘導で Hさん所有の金山の話、学生時代上場企業の最年少社長、東宝映画の端役出演、通産省では

先日亡くなった T.Sさんの部下として食べた女体盛、しまいには皇室との関わりなど、すごい話が飛び出した。 

だが、それらの話のどれ一つとして Web 検索では見つからないどころか、そんな話題すら見つけることができ

ない。 

・ 

はじめは根掘り葉掘り細かい質問をしていた若者たちも、次第にむなしい検索は辞め、Hさんの話に聞き入るよ

うになってしまった。 

そこで僕たちが辿り着いた結論は、Web上の情報は世界のごく一部しか存在しないということだ。 

僕たちの目に見えているのは、あくまで記録され、公開されている情報に過ぎず、世界の大部分は見えない「オ

フレコ情報」で出来ている。 

膨大な情報が溢れているのは確かだ、僕ら自身の容量が小さいことも忘れてはならない。 

情報の無いオフレコの世界の存在を知ることこそが、自分を大きくする方法ではないかと僕はその時気が付いた。 

・ 

先日、そんな気付きを思い出させてくれる出会いがあった。 

それは、友人の I君が FBに投稿した「退職のあいさつ」だった。 

彼は、職場への不満を漏らしつつも、周囲への感謝を述べながら退職の報告をしているのだが、その後のことに

ついて記述がなく、「とりあえず無職」になったのかと思っていた。 

そこで僕は、彼を勇気づけると言ったら大げさだが、声をかける口実として「まちづくりへの協力」を養成する

メッセージを届けた。 

すると、「実はそのまちの・・さんの事務所に就職したので、何かのお役に立てるかもしれません」という意外な

返事が返ってきた。 

その瞬間、これが「オフレコ」だと僕は感じた。 

そして、彼を誘っていきなり「オフレコ会」を立ち上げた。 

・ 

今日の話が匿名と仮名だらけなのは、それがオフレコだからだ。 

本当の秘密とは、心に秘めて決して話すことはないことのはず。 

だから、そもそもオフレコとは、他人に話したいことのはず。 

だが、いきなり全ての人に話すと、誤解を招いたり、迷惑をかけることがある。 

そこで、一部の人だけにそっと話し、意見や提案などを求める「相談」のようなもの。 

公表されているすべての情報が、ある意味で結論だとすれば、それまでのプロセスは全てオフレコであり、それ

が判らない人とはうかつに話ができないと思う。 

・ 

「オフレコ」とは、発言者が最初に宣言し、そこに居合わせた全ての人が合意した時に成立する。 

だから僕は、「オフレコ」は真実であり、本音であり、プロセスだと宣言する。 

「アントレハウス オフレコ会」は、そんなやり取りを体験する非公開のグループだ。 

https://www.facebook.com/groups/701358776946283/ 

何も言わずに黙って聞いている人は、僕の方から除名する。 



これに同意して、何か言いたい人は誰でも受け入れるので来て欲しい。 

そして、気味が悪くて賛同できない人は、どうかオフレコなので忘れて欲しい。 

 

http://nanoni.co.jp/20190325-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のトピックス：就任のご挨拶 2件 

 

2～3月にかけて、新しい仕事を二つお引き受けしました。 

Facebookのプロフィール欄にはすでに記載しましたが、こちらでも簡単にご報告いたします。 

 

１．United School of Tokyo 顧問 

ユナイテッドスクールオブ東京（UST）では、3歳~12歳の児童が精力的に学んでいます。 

教育に対する熱意溢れる教員と保護者が手を取り、良心的な授業料で質の高い教育を実現したインターナショナ

ルスクールがユナイテッドスクールオブ東京です。 

日本、そして世界中に住む子供たちのために、より良い未来を創ることを目標としています。 

USTでは「優れた教育をアットホームな空間で」をモットーに、学業のみならず、生徒たちの様々な成長（思い

やりの心、互いの違いを受け入れて尊重する心、柔軟性、創造性）を養います。（http://www.united-school.jp/ よ

り） 

 

ひょんなご縁で経営サポートを頼まれたのがきっかけで、インターナショナルスクールと出会ったことで、僕の

世界観は一変してしまいました。 

日本だけでなく、どこの教育制度にも縛られない「無国籍学校」だから、国際化や多様性の言葉の真意が分かっ

た気がします。 

「まちと学校」の関係性を模索した世田谷ものづくり学校での経験が、こんな形で応用できるのが嬉しくて、門

外漢のくせに快諾してしまいました。 

まずは都心部から動き出しますので、よろしくお願いいたします。 

 

２．NPO法人Home for All 事務局長 

みんなの家は 3 月 11 日に発生した東日本大震災の被災地で家や仕事を失った人々が、再び立ち上がって新しい

生活を回復するための拠点として建てられた施設です。 

それは、震災直後に 5人の建築家によるボランティア団体「帰心の会」によって提案され、伊東豊雄、妹島和世、

山本理顕が中心となって若い世代の建築家達に呼びかけ、被災各地にみんなの家が完成し、利用されてきました。 

みんなの家は仮設住宅団地内や被災した商店街、漁港の周辺に建てられ、その主たる用途も仮設住民達の集まり、

コミュニティの回復、子ども達の遊び場、農業や漁業を再興しようとする人々の拠点としてなど、多岐に亘って

います。 

被災から年月が経過していく中で、みんなの家の運営体制は、資金的にも徐々に厳しい状況になりつつあります。

そこで、それぞれのみんなの家の連携を促し、サポートしていくために、NPO 法人「HOME-FOR-ALL」を設

立しました。（www.home-for-all.org より） 

 

僕はもともと建築家を志し、その後父の経営する建設会社に身を置いて、建築家の友人たちのサポート役になり



ました。 

それが今、地域社会の再興を目指す建築家の活動をサポートする役目に出会えたことが、とてもうれしくて快諾

してしまいました。 

みんなの家とは、まさに僕の運営する笑恵館と同じ未来を目指していると感じます。 

４月から、東北や熊本の現地を訪ねることからスタートしますので、皆さんのご協力もよろしくお願いします。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）03/25 ○終日 面談可（笑恵館） 

（火）03/26 ◎13時まで 面談可（青葉台） 

（水）03/27 ◎13時以降 面談可（新宿） 

（木）03/28 ○13時以降 面談可（笑恵館） 

 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）03/29 ◎16時以降 面談可（目黒） 

（土）03/30 ○09-18時 面談可（笑恵館） 

13-17時 ★各種・笑恵館セミナー 

（日）03/31 ◎終日 面談可（青葉台） 

 

 

■その後のイベント 

04/03～5 Home for All 熊本出張 

04/06 ★各種・笑恵館セミナー 

04/11 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

04/11 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

04/12 ★カプラー起業交流会（三茶） 

04/13 ★各種・笑恵館セミナー 

04/14～17 Home for All 東北出張 

04/18 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

04/25 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

04/28 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（飯能） 

 

相談のある人、一杯やりたい人、上記以外でも歓迎です。 

松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 



4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


